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周作人文集翻訳叢刊序

周作人が書いた書物に関する文章は、先に出した『周作人読書雑記』全５巻（平凡社東洋文

庫）にだいたいは訳したが、彼の著作は翻訳の他は大抵が書物に関わらないものはないので、漏

れたものも多い。これはそれを補おうというのではないが、補う分も含めて周作人が出版した最

初の形にして日本の読者に読んでもらおうとしたものである。というのはやはり書物という視点

からだけでは、彼が民国期の文化において果たした役割というか、彼の全体像が見えにくい。そ

の全体をつかむためには、やはり彼の著作をそのまま提示するのが一番だろう。周作人の著作は

1980年代の半ばに解禁され、1998年にはテーマ別編集の『周作人文類編』(湖南文芸出版社・全

10冊）が編まれ、2009年4月には編年体の、索引も含めた『周作人散文全集』全15巻が広西師

範大学出版社から出て、日記や手紙を除いた現存するほとんどの文章が読めるようになった。そ

いうわけで読書環境が整備され、中国では一時に爆発的なブームを引き起こし、今では少し落ち

着いているようだが、近代作家としての認知は回復したように見える。極めて優秀な才能と文学

的感覚を持ちながらほとんど日本の中国侵略によって潰されたと言ってよいこの作家の作品を、

少しでも日本人に読んでもらいたいと思う。中国での動向に促されてか、日本でも次第に周作人

に興味を持つ人は増えてきている。しかし研究者など原文が読める人はよいが、読めない人にと

っては依然蚊帳の外である。この翻訳は自分で周作人を読むと同時に、元々そうした人々に読ん

でもらえば、周作人という民国時期の文人がその時代にどういうことを言っていたのかを知り、

読者自身が自分で論を立てるにしろ、彼をめぐる議論に参加するにしろ、一応基礎的な資料とし

ての役割を果たせるのではないかと思ったのである。もっとも専門家の議論にしたところで、こ

の人本当に読めているのかというようなところはなきにしもあらずで、難しいところはある。し

かしそんなところはよくわからないと言えば済むことで、それよりももっと難しいのは、小品文

の名手と言われた彼の文章の文学的香気とも言うべきものを訳出できているかである。それはこ

の際あっさりと目を瞑ってもらい、のちの文才ある人の翻訳を待ってもらうしかない。ただ散文

は詩とちがって意味の繋がりがまだ比較的取りやすい。それを頼りにだいたいのところが掴める

ようにと心がけた。

翻訳に際してのもう一つの難題は、彼の文中に引用せられた外国語の文章をどうするかという

問題である。抄文公、つまり引用魔とでも言おうか、と称せられた周作人の文章には、様々な書

物からの引用が山盛りである。ただ日本の読者ということを考えれば、ギリシア語や英語からの

引用は、周作人の翻訳をそのまま重訳するしかない。問題は引用されたのが日本文の場合であ

る。たとえば『徒然草』や芭蕉の紀行文など、日本人によく知られた文の引用を、周作人がいく

らうまく中国語に置き換えていたにしろ、そこからの重訳では気が抜けてしまい、日本の読者に

はかえって奇異な感じを与えるだろう。特に原文が詩歌になるとそれが突出してくる。わたしが

試みた中国語訳された俳句や川柳からの復元では、たった一句「蝙蝠や人買船の岸による」がま

ぐれ当たりで戻っただけで、川柳の「お前たち何を笑うか爺様の屁」は残念ながら「爺様」は原

文では「隠居」であった。短詩は言葉がイメージだけで繋がるのでまだまぐれもあり得るのだ
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が、短歌になるともうダメである。それで日本の読者には引用の原文をできるだけ持ってくる

方が、その文章を周作人がどういう文脈の中でどのように引いているのかが分かりやすいだろ

う。そう考えて先に出した『周作人読書雑記』では努めてそうした。しかし周作人が前にした原

文の光景がどういうものであったかはそれでよく分かるが、彼がそれをどのように取ったか、ど

のように理解したか、どのように解釈したかは、また別問題で、それを見るためには引用部分の

翻訳（中国語）を文章全体の文脈と主旨との関連からできるだけ正確に重訳して、必要なときに

は注釈をつけるより他に手はない。本来的には翻訳である以上そうするのが真っ当であるとは思

う。ただここに訳した文章では、あるものは原文を引いたり、あるものは重訳したりして、二つ

の間を揺れ動いていて一定していない。どちらかに決めた方がよいのか、それもまだ決めかねて

いるのである。この問題は他の外国語の場合でもたぶん同じことだろう。それぞれの言語に堪能

な人が詳しい注釈をつけてくれることを待っている。

なお読んでもらえばわかることだが、文集ごとの翻訳とは言い条、『読書雑記』に所収のもの

は巻数を指示してあるのでそちらをご覧いただきたい。また戦後の翻訳では、周作人の日本関係

の文章を集めた木山英雄さんの『日本談義集』（平凡社・東洋文庫2002年3月）が拙訳よりはる

かに優れているので、そこに収録された文章は凡て木山さんの訳におんぶすることにして、目次

にその旨を示した。

以上はいわゆる能書きをまとめた前口上である。実のところ『飇風』の広告にも載せたよう

に、教師をしていた頃から教室で読んだりして、訳し貯めたものがまずまずの分量になっている

ので、ゆっくり注をつけて訳文も吟味してそのうち公表できるようにしておこうと考えていた。

ところが気がついてみると、自分にはそれだけの時間が残っているのかどうかさえ怪しくなって

きた。そこで老後の仕事はとりあえず放っておいて、今ある分を『飇風』の資料庫に入れてもら

って、興味のある人に読んでもらうことにした、というのがほんとうである。その作業の最中、

戦後初めて周作人の民俗学的な方面の仕事に本格的なメスを入れられ、中国民話学とでもいうべ

き分野を開拓された飯倉照平さんの訃報が伝えられた。はるかに敬意を払っていた飯倉さんはわ

たしより先輩だが、そのことでもいよいよ自分の持ち時間を意識することになった。

むかし人の文章を読んで、これはなんだろうと思うところに注が振ってあって、さてどうだと

注を見れば「未詳」とくる、それを見てもどかしい思いをしたものだが、注をつける立場に立っ

て見て、ああこれはこういうことなのだろうと思うようになった。つまり論者や訳者にも解らな

いから、このことについては知識や見聞もなく解りませんので、ご存知の方がありましたらどう

ぞお教えを賜りますようにという信号なのではないか、と。これらの翻訳にはそういうつもり

で「未詳」をつけたので、一体どれだけの「未詳」がつくのか数えたことはないので分からな

いが、お気付きの方がおいででしたらどうかご教示を吝しまれませんように。そして「未詳」の

みならず、本訳文の誤訳や欠陥などのご指摘もお願いしたい。

予告には夏休みまでに追い追い公開したいと書いたが、読み返しに思いの外時間がかかって、

夏休みはとっくに終わってしまった。今後もこの調子でいくとかなり時間がかかりそうだ。食言

をお詫びするとともに、そのことも予め白状しておく。
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なお表紙の写真については主に佐原陽子さんの助力を得、オンライン上の様式・構成の作成は

高井美香さんに依頼した。お二人の協力に感謝する。

2019年9月15日、五四運動百周年に際してかろうじてその糸を繋いだ香港の抗議運動の行く末

を案じて。


